
技術データシート

ウェディボード

 壁・天井・床用

 防水性と断熱性

製品概要

ウェディボードは、硬質押出ポリスチレンフォーム

から作られた青色の芯材から構成されています。硬

質フォームは、両面をガラス繊維で強化され（耐ア

ルカリ仕上げ）、ポリマー変性セメントでコーティン

グされています。

用途

その特殊な性質により、ウェディボードは幅広い用

途に対応しています

 薄層法を使用するタイル、平板および天然石の

床材のための下地

 石膏、タイル接着剤およびその他の素材を適用

するための接着面

 湿気からの保護

 効果的な断熱

 デザイン要素

 負荷クラスAとBのタイルと平板による合成シ

ーリング材（水道水や洗浄水が長期間頻繁に使

われるような屋内の壁と床、飲料水と同じ性質

の水を使用している屋内・屋外プールの壁と床

の負荷に耐えられます）。詳細については、

www.wedi.eu をご覧ください。

ウェディボードは、常温の屋内における屋内使用が

推奨されています。特殊な用途（スイミングプール、

冷凍用設備、屋外など）の場合の使用方法について

は、当社までお問い合わせください。ウェディボー

ドは、通常の居住負荷がかかる屋内の床に使用する

ことが推奨されています。高い負荷が集中する車輪

は使用しないでください。

製品特性

ウェディボードは、ほぼどのような下地にも施工が

可能で、防水、断熱、多用途、軽量で、寸法安定性

があり、すばやく施工できます。

下地の要件、施工

施工方法と施工可能な表面の要件については、「ウェ

ディボードの使用及び壁と床の施行に関するガイド

ライン」を参照のこと。

屋内空気中の排出量

* 吸入毒性の危険性がある屋内

空気中における揮発性物質の

放出レベルに関する情報で、

A+（非常に低い排出量）から C
（高い排出量）のスケールで表

示されます。



技術データシート

ウェディボードの技術的特性

燃焼挙動 EN13501 E

遮音値 DIN EN ISO 140-3 (板厚 12.5の場合) Rw、P 23dB

DIN 53293に基づく曲げ応力

(板厚 10、12、5、20mmのウェディボードに適用)
3900kPa（平均）

引張強度 0.28N/ mm2

線熱膨張係数 0.02mm/mk

ボードの芯材である発泡スチレンボードの物性値

CO2 発砲による独立気泡を有するポリスチレンフォームは難燃性を有しています。

この発泡体には HCFCおよび CFCを含んでいません。

長期間圧縮強度（50年）≦2%圧縮 EN1606 0.08 N/mm2

10%圧縮での耐圧縮性または圧縮強度 EN826 0.25 N/ mm2

関連する弾性係数 EN826 10～18N/ mm2

熱伝導率 EN13164 0.036 W/mK

引張強度 EN1607 0.45 N/ mm2

せん断抵抗 EN12090 0.2 N/ mm2

せん断弾性係数 EN12090 7 N/ mm2

かさ密度 EN1602 32 kg/m3

水蒸気拡散に対する耐性 (µ) EN12086 100

長期浸漬下での吸水量 EN12087 <1.5 % by vol.

毛管作用 0

線熱膨張係数 0.07 mm/mK

対応可能な温度範囲 -50°C / +75°C

燃焼挙動 EN13501 E

地球温暖化係数（GWP） 1



ウェディボードの技術的特性

これらの仕様は、ウェディボード一式をサンドイッチ要素（コーティングと補強メッシュを含む）として参

照しています。

DIN 53293
サンドイッチのテスト：曲げ試験

 4点曲げ荷重がかかった場合の挙動を調べるサンドイッチ構造（芯材と外側カバー層の合成）

の試験方法

ボードの芯材である発泡スチレンボードのみの物性値に関する補足説明

この情報は、ウェディボードの XPSフォームコアのみを参照しています。

EN 826
建築用途の断熱製品―圧縮挙動の測定

 圧縮応力を測定するには、通常、10%の圧縮を必要な圧縮力に適用します（EN 826）。圧縮強

度については、試験片が崩壊し始める応力が指定されています。

 かさ密度は、当然のことながら、断熱材（XPS）の強度挙動に強い影響を与えますが、厚みが

重要になる場合もあります。

 指定された値は、通常、EN826に従って、わずか数分で測定されます。

 従って、指定された値が示しているのが特定の圧縮時の圧縮応力なのか、圧縮強度なのか、注

意することが重要です。

EN 1606
建築用途の断熱製品―圧縮クリープの測定

 圧縮応力下における長期クリープ挙動の測定は、DIN EN 1606で標準化されています。試験は

少なくとも 90日間継続します。

 発泡プラスチックおよび断熱材の長期挙動は、一般的に連続的な圧力負荷がかかっている場合、

EN 1606 に従って測定されます。

どちらの欧州規格も、荷重レベルが異なる圧縮応力下における試験片のクリープ挙動を測定するための試験

装置と手順を指定しています。断熱材に適用されます。
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